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令和 6年 1月 22日 

報 道 機 関  各位 

「ハッカーズから学ぶ芸術経営学」は、富山大学芸術文化学部が主催するアートマネジ

メント人材育成プログラムです。従来のアートマネジメントの枠組みでは、アーティスト

などの『つくり手』とキュレーターや学芸員などの『つなぎ手』は役割が分業されること

が一般的ですが、既存の制度や枠組みの中では実現が難しい表現活動においては、『つく

り手』『つなぎ手』双方の視点を融合した実践能力が必要であると考えられます。本プロ

グラムでは、『つくり手』『つなぎ手』双方の視点を持ち合わせた表現者たちを、文化芸

術分野における「ハッカー」に見立て、彼ら（＝ハッカーズ）の独自の実践と方法論を学

ぶことで、これからのアートマネジメント（芸術経営学）のあり方を考えます。 

 今回は、アート・デザイン・エンターテイメントなど、幅広い分野を横断しながら、技

術と表現の新しい可能性を探究するクリエイティブチーム・ライゾマティクス代表の石橋

素氏。アートコレクテイプとして表現活動を行う「つくり手」の姿と、既成の枠組みを超

えたコラボレーションワークを通して新しい価値を紡ぎ出す「つなぎ手」の姿。2つの姿

を併せ持つライゾマティクスのこれまでの足跡を辿りながら、これからのアートマネジメ

ントのあり方について考えます。つきましては本イベントに関して、取材・報道方宜しく

お願い申し上げます。 

記 

 

特別講演「ライゾマティクスのつくり方」（定員：40名） 

日 時｜令和 6年 1月 24 日(水) 15：00 - 17：00 

プログラム｜ 

・第 1部 15:00-15:50  

「ハッカーとしてのライゾマティクス：テクノロジー X表現の可能性」 

・第 2部 16:00-16:50  

「リンカーとしてのライゾマティクス：地方・都市・世界をつなぐ情報発信のあり方」 

 

場 所｜富山大学高岡キャンパス E-150演習室 

（〒933-8588 富山県高岡市二上町 180番地） 

富山大学 芸術文化学部 特別プログラム 
ハッカーズから学ぶ芸術経営学Ⅲ 



参 加 費｜無料（特設サイトより要事前予約） 

登 壇 者｜石橋 素 氏（エンジニア／アーティスト。ライゾマティクス共同 主宰） 

 

＊要事前予約 

下部に記載の参加申込フォームよりお申し込みください。 

参加申込フォーム 

https://forms.gle/379goJPWpBvXQTjcA 

 

【本発表資料のお問い合わせ先】 

富山大学芸術文化学部「ハッカーズから学ぶ芸術経営学」事務局 

TEL：0766-25-9111（9:00-17:00） Email：arthack@tad.u-toyama.ac.jp 

https://forms.gle/379goJPWpBvXQTjcA
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